
 

 

 
 

おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ隣 

０４６５－２０－３４０６ 
１０：００～２２：００（２１：３０ＬＯ） 

＊お食事から宴会までご予算ご相談下さい 

 

 

 

   

  

   

  

 

  

 

  

 

 

  

 

  

   

  

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

  

  

   

  

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

   

    

地域活動団体ネットワーク形成事業 

NPO が、活動を発展させるための講座です。実際に活
動している NPO 法人の事例を学ぶとともに、参加者同
士で情報交換し交流を深めます。ぜひ「画期的活動」と
「つながり」で社会に変革を起こしてみませんか。 

ＵＭＥＣＯでは、“市民の力で未来を拓く希望のまち”の実現を目指し、「市民活動団体」と「地域活動団体」が連

携して地域の活性化や課題解決に結びつけることを目的に事業展開しています。住みよいまちづくりに市民活動団

体の力を活かし貢献したいという思いから、現在１３８の市民活動団体が事業参加しています。市内各地域でまち

づくりの現場を担う自治会やまちづくり委員会などと、ボランティア活動などを 

活発に行っている市民活動団体が、お互いの活動を理解した上で、連携し合い大き 

な成果が生まれるよう実践しています。 

具体的には、敬老会やお祭り等での大正琴・奇術・日本舞踊などの出演、高木伐採  

なども実施し、地域の方々に感謝されています。 

 

 
                  
 

 五感にしみ渡るような音色を醸し出すオカリナ！そんな音

づくりを求め続ける音楽集団「S ポップス」です。月２回の

レッスンに集う音楽好きなメンバーで結成し４年経過、今は

ナイスなシニア層６人で年間２４回程度のボランティア活

動を行うまでに成長。お声がかかれば福祉施設、地域活性化

行事等でオカリナにギター弾き語りも加えた演奏を披露中。

工夫した音づくりでこそ共感の輪が生まれる・・聞き手の反

応が見える・・共に楽しむ。 

 

皆さんが主体的に自身のありようについて、考え
たり行動するきっかけづくりにしてください。 

なりたい自分を見つけよう 
～一歩前へ！のヒントがいっぱい～ 

 
市民活動 

団体紹介 

日時 令和２年２月 28 日(金)18 時 30 分～20 時 30 分 

会場 おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ会議室４ 
講師 本木和子 氏 
     OD カタリスト代表 

キャリアコンサルタント 

対象 概ね 20 代から 40 代位の女性 
定員 30 名(申込先着順) 
参加費 無料 
託児 事前申し込み(締切 2 月 13 日） 

原則 2 歳から就学前まで 
おやつ代など 100 円 

問合せ／お申込みはＵＭＥＣＯまで 
主催 おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 
共催 小田原市人権・男女共同参画課 
     

日時 令和 2 年 2 月 15 日(土)13 時 00 分～15 時 00 分 

会場 おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ会議室 7 
講師 椎野典子 氏 

  おだわら市民交流センターUMECO 副センター長 

 （一社）ソーシャルコーディネートかながわ理事 

対象 すべての NPO 団体、 

NPO の理解を深めたい方、 
NPO 同士のつながりに興味がある方 

内容 市民活動・NPO とは何か？ 
  NPO 同士、他団体との協働、 

マネジメントの方法について 
定員 30 名(申込先着順) 
費用 500 円（資料代として） 
問合せ／お申込みはＵＭＥＣＯまで（ＨＰからの申込可） 
 

市民力で地域課題の解決を！ 

小田原市市民活動応援補助金公開プレゼンテーションのお知らせ 

令和２年度小田原市市民活動応援補助金に、スタートアップコース１０件、ステ

ップアップコース１０件（プラン A １０件）、合計２０事業の応募がありました。

応募団体や概要などの詳細は、ＵＭＥＣＯホームページでご覧ください。また、小

田原市市民活動推進委員会による第１次審査を通過した団体の公開プレゼンテーシ

ョン（第２次審査）は、どなたでもご覧いただけます。今後補助金の応募を考えて

いる団体や、応募団体の活動内容やプレゼンテーションの方法を知りたい団体のみ

なさまの、活動の参考にしていただける場でもありますので、ぜひご参加ください。

なお参加を希望される方は、事前にＵＭＥＣＯまでご連絡ください。 

昨年度プレゼンテーションの様子 

小田原市としての取り組み 

 ～今、地域課題に取り組む～ 

このこだわりでオーダー

メイド的演奏から音楽的

療法にも繋がるパフォー

マンス力を養いメンバー

間 ONE TEAM で実現へ。 

 

 
レプス座    ヤオキ 

西湘地域自治体問題研究会（小川晃司事務局長）が

箱根町の町民有志らと製作したご当地かるた「箱根

かるた」が令和元年 11 月 25 日、来日中のローマ

教皇・フランシスコに手わたされました。団体の何

気ない会話から実現したことです。英文がついてい

る「箱根かるた」を国際交流や外国人が学ぶ教材と

して活用できないかと考えました。ローマ教皇に

「箱根かるた」が届いた事が何よりもうれしいとの

こと。読み札には美しい響きや風情が感じられ、箱

根の良さや美しさ、日本語の美しさが 世界に広が 

っていくきっかけになり、また「箱根かるた」が国

際観光地箱根や日本語の国際的なＰＲなどにつな

がればと期待がよせられています。 

 

 

 

つながるＮＰＯ 

● 日 時：令和２年３月８日（日）    

１０時００分～１２時３０分（予定） 
※終了時間は変更となる場合があります。 

● 場 所：おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ 
 会議室１・２・３ 

● 定 員：１００名（申込先着順） 
 

小田原市では、行政や地域の力を結集し、災害時等における被害の最小化に

努めるとともに、日頃から自助・共助による防災活動を促進しています。 

例えば、防災情報手段の維持管理や備蓄食料の購入を行うことなどにより、

災害発生時においても市民の方々が適切な情報を収集し判断することができる

よう整備を進めているとともに、避難所においても市民の方々が一定期間身を

寄せることができる環境を整えています。 

また、一人ひとりが確実に命を守る行動ができるよう毎年市民の方々や消防

団、関係機関の方々とともに、様々な災害想定をした訓練を実施しており、今

年度は「風水害」をテーマに訓練を実施しました。 

現在、今後の災害対策に生かすため、昨年の台風 19 号に関する意見や反省

の集約と検証を行っており、災害時において市民の方々による自助・共助がう

まく機能するよう、市民の皆様とともに防災対策に取り組んでいきます。 
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